
 

２００１年５月３０日（金）午後６時半～８時４５分、東京国際フォーラムガラス棟４０２会議室にて、

ＳＧＲＡ第３回研究会「共生時代のエネルギーを考える：ライフスタイルからの工夫」が開催されました。

５０名を越す参加者は、講演者の用意したたくさんのスライドを見ながら、ライフスタイルという身近な

切り口から環境問題を考えました。  

最初に、早稲田大学理工学部の木村建一名誉教授が「民家に見る省エネルギーの知恵」についてお話しく

ださいました。木村先生は、持続可能な建築を考える上で、民家の環境に適した美しさ＜環境美＞を強調

されました。断熱と気密化で住宅の暖房エネルギーは１/１０にすることができるが、問題は夏の住まいだ

と指摘され、世界各地の民家の美しい写真をたくさん見せてくださいました。そして、民家には蒸発冷却・

大気放射冷却・地中の恒温性利用、加湿冷却、天井扇な ど、「涼房」と名づけることのできる様々な知恵

が見られ、機能と調和した美しさを備えた民家には建築の本質があるとされ、民家技術の現代的適用とし

て①形態と気候風土と②社会情勢の変化に適応していること、③材料の再利用、④（自動ではなく）人動

制御、⑤設計の態度を改めること、が大事であると提案されました。また、これからの建築は、①化石燃

料を使わない②工夫の心をもつ③地域性をいかす④建物は生き物と認識することが大事であり、伝統的民

家こそ環境にやさしい建築である、今後の建築はもっと「民家に見る知恵」を学ばなければいけないと主

張されました。 

次に、北九州大学助教授でＳＧＲＡ研究員のデワンカー・バート氏は、「ドイツのエムシャー工業地帯の再

生プロジェクトから学ぶこと」という演題で、ドイツ人の環境保全の意識について講演しました。デワン

カー氏は、まず、緑がいかに大切かを説明し、工業地帯の再開発では、屋上や駐車場の地面にまで緑を生

やしてあったり、太陽電池のパネルが並んでいる様子を見せてくださいました。ビートルズの６０年代か

らドイツの若者は環境破壊的な政策に反対運動を続け、石炭の利用は殆どなくなり、原子力発電を停止す

ることが決まった。そして、自然エネルギーの利用として、風力発電が開発されたが、既にドイツの若者

は、風車という人工物を作ることに反対を始めている。だから、何が良いかはまだ誰もわからない。でも、

こうして自然資本を生かした世界を生み出していく努力が必要であり、そのために「ALL YOU NEED IS LOVE.」

であると結論づけました。  

最後に、同じく北九州大学の助教授でＳＧＲＡ研究員の高偉俊氏は、「都市構造とライフスタイルの変化に

よる省エネルギーの効果」という講演の中で、人口の多いアジアの特性と経済の発展をデータで示した後、

コミュニティーを重視したライフスタイルへの変化と、都市を高層化して地域化し、緑と水でネットワー

ク化したクラスター化が必要であるとの提案をしました。「マイホームからマイルームへ」、外食の薦め、

コミュニティーセンター活用など、具体的な提案はとても刺激的でした。その後、短い時間でしたが、い

くつかの質疑応答がなされ、デワンカー氏の「できることから始めなければいけない」との力強い宣言を

もって、第３回研究会も盛会のうちに終わりました。                            

（文責 今西） 
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御紹介いただきました木村でございます。この様

な素晴らしい研究会へお招きいただきましたことに  

感激しております。といいますのは、実は私も中国

で生まれたものでありまして、長いこと長春の方に

居りましたけれども、1947 年、14 歳の時に日本に

帰って参りました。そういうわけで、中国とはいろ

んな意味で縁が深いので、今日も高偉俊先生のご紹

介で、私がここへ来ることになったような次第でご

ざいます。 

  配布しております資料はパワーポイントのもので、

これをこの順序で写していきますけれども、途中に

民家のスライドを挟みまして、お話をさせていただ

きます。 

    

 「 民家に見る省エネルギーの智恵」という題です

が、まずは、何故建築がここにあるかということを

考えてみましょう。やはり人間は快適が欲しいんで

すね。それで、快適を得るために家を造ります。こ

の快適を得るのに、なんにもエネルギーがない時代

には、自然の風を入れるとか、あるいは強烈な日射

を防ぐために大きな屋根を作るとかという親自然の

態様でした。ところが最近は全部外界とは区切って

しまって、室内を快適にするのにエネルギーを、特

に化石燃料、電気ですとか、なくなってしまうエネ

ルギーを使ってきました。これがあとで問題になっ

てくる訳です。そういう風な形で化石燃料を燃焼し

ますと、温室効果が出て参ります。その結果地球の

温暖化という問題に繋がります。これじゃいけない

というので、石油を初めとした化石燃料の使用制限

が出て参ります。1992 年リオ・デ・ジャネイロで、

もう記憶にも古いかも知れませんが、世界地球環境

会議というのが開かれまして、そこで採択されたの

がアジェンダ 21 というものです。これを一言でい

うと持続的発展という言葉で表現されております。

アジェンダと言いますのは、会議が始まる前の議事

予定です。21というのは 21世紀の意味ですが、21

世紀にはこうこうこういうことをしましょうという

ことが示されております。持続的発展ということで

すが、これは発展がどんどこどんどこ持続するとい

う意味じゃないんですね。英語ではサステイナブ

ル・ディベロプメントと言っているんですけれども、

この意味はどんどん発展するというのじゃなくて、

人類の生存が持続できる範囲内で発展しましょうと

いうことなんです。その為に、省エネルギーとか、

自然エネルギーの利用とか、資源の再利用とか、そ

ういったことを全部含めまして、こういうことをし

たら人類は生存を持続できるのかというのを、持続

可能性、サステイナビィリティーといわれているわ

けでございます。 

  そこで、我々は建築に関係していますから、どう

いう建築を作ったら人類の生存が持続できるかとい

うことを考えておりまして、それを サステイナブ

ルな建築といいますが、これらに関する国際会議な

どもしばしば開かれております。 

  また、1997年 12月に京都で開かれたＣＯＰ３と

いう国際会議で採択されたのが京都議定書と呼ばれ

ています。これは炭酸ガスなど、温暖化ガスの排出

量を 2008年から 2012 年の間、平均すると 2010年

ゲスト講演 



頃までに、1990 年のレベルから 6 %削減することを

約束しました。これは日本の場合で、各国いろいろ

違うパーセンテージがありますが、最近になって、

ご存知のようにアメリカのブッシュ政権はこれに反

対する態度を表明しました。つまり、それ以上にも

っとエネルギーをたくさん使っても、もう少し快適

性を上げようという政略に出ているわけです。それ

に対してヨーロッパなんかが反対しているわけです。

ヨーロッパが一番こういったことに熱心でして、ア

メリカは逆に自分のところはもっと排出するけれど

も、それをお金で買おうとしています。つまり開発

発展途上国あるいはエネルギーを少ししか使ってい

ないところから、排出権を買おうということをアメ

リカが言い出しているわけです。 

  日本はどうかといいますと、その中間でありまし

て、やはり、90 年が基準なんですけれども、97 年

の時点でそこからすでに 10  %ぐらい排出量が増え

ちゃっているんですね。それで、これからどうする

かと言うことになります。結局アメリカとヨーロッ

パと日本というのは３極ですけれども、日本は何を

とったかと言うと京都という名前を取っただけなん

ですね。悪く言う人はそういう風なことを言ってい

ます。まあ、実際そう云われても仕方が無いところ

もあります。 

  所で、昔のエネルギーがなかった時代、所謂化石

燃料がなかった時代、原始社会を見てみますと、自

然の中に、植物と動物と人間、これが共存していた

わけです。共存という意味は、お互いが食ったり食

われたりしていたわけですけれども、それが自然淘

汰と言いますか、いい調和をしていて、それがすご

く長い時間生きてきたわけです。ところがつい最近

この 100 年ぐらいと言いますか、あるいは 50年ぐ

らいの短い時間に、人間が自然から飛び出しちゃっ

て、不遜な立場になったわけですね。人間が自然、

植物、動物も含めまして、それをコントロールする、

または、支配すると言いますか、そういう時代にな

ってきました。これが本当にいつまで続くのかが問

題です。さっきサステナビリティーと言いましたが、

人類の生存が続くために発展するということが、た

だ人類だけが存続すればいいということになってし

まっては困ります。 

  例えばゴキブリにも、彼らは彼らの生活がある訳

ですけれども、在っては困るというので排除する。

それで薬やなんかを使いますと副作用などがありま

して、結局人間も具合が悪くなってくるという風に、

いろいろ廻り廻って変なことも起こってきているわ

けです。 

  さて、我々、普通外にいますと不快な状態が多い

わけですね。例えば春ですと、気候もいいんですけ

れども、いつもそういう気候ではない。暑かったり

寒かったりしますね。そこで、我々はエネルギーを

使って快適にしようとしているわけです。エネルギ

ーをたくさん使えば使うほど快適になるかというと、

必ずしもそうではありません。例えば、暑くも寒く

もないという快適な条件というのがあります。とこ

ろが快適というのはそればかりじゃなくて、空気が

きれい汚いとかいうのもあります。この二つの条件

について見ますと、快適であるのは、中間のところ

しかないんですね。それ以外はもっとひどくなると、

暑いよりもっと暑くなったり、寒いよりもっと寒く

なったり、汚いよりもっと汚くなるということで、

これはまあ病気の領域になります。 

 快適さの条件としては、温熱というのと空気の清

浄というのと、その他にも照明、明るいとか暗いと

か、あるいは音でもやかましいとか静かとか、色々

あります。それを我々は追求しているわけです。そ

のためにエネルギーをたくさん使っております。そ

ういった点で考えますと、人間の欲望には際限があ

りません。この前、小泉総理が国会答弁のときに、

人間の欲望は無限であるが、使えるものは有限であ

ると言っておりました。それをどうやって調和させ

ていくかが問題だというようなパフォーマンスをし

ておりましたけれども、確かにそういうことであり

まして、欲望をある程度制限しなければいけないわ

けでございます。例えば、それはライフスタイルに

象徴されるわけですけれども、階段を上がればいい



のにエスカレーターが出てくる。あれは勿論電気を

使っているわけです。ドアだって手で開ければいい

ものを自然に開くドアがある。全部エネルギーを使

っています。全部便利志向なんですね。そういった

ことをなるべくしないで済まそうというんですけれ

ども、みんなそういった欲望に際限がないものです

から、どこまでも快適を追求してしまいます。快適

を追求する条件は変えないでおいて、できるだけ少

ないエネルギーで実現しようというのが省エネルギ

ーです。例えば建物の中で断熱をするとか日除けを

するとかですね。そうしますと、それだけエネルギ

ーは少なくて済むわけですが、逆に言いますとこれ

は危なっかしい面もあります。浪費でなければいく

らエネルギーを使ってもかまわないということも言

えます。快適という条件はそのままなんですから。

それをできるだけ少なく使う。だから無駄をしちゃ

いかんという話なんです。それでもやっぱり、いっ

ぱいエネルギーを使ってしまうんですね。 

じゃあどうすればいいかという事なんですけれど

も、そこで今日の主題に入りますが、今何故民家か

ということです。 

  一つは、民家は美しいということがあります。そ

れから昔を想うというノスタルジアがあります。そ

れからそういった意味でロマンがあります。 

  ところが、今日のお話はエネルギー問題に関係し

ている訳でございまして、今何故民家かというのを、

そういうファンタジックなものではなくて、もっと

深刻なエネルギー問題に結びつけて考えたいのです。

そういった意味で民家を見てみようというわけです。 

 民家をよく見てみますと、世界各地の民家にはい

ろんな形がありますけれども、それぞれの気候風土

にあった形をしております。また、使う材料は、そ

の土地で得られる材料を使っております。ですから、

昔は建築は無料でできました。どうしてかと言うと、

材料はそこにあるもの、石だとか木だとか。労力は

自分で作っちゃうとか、隣の人に助けてもらって隣

の家の時には自分が助けるとか、そういったことで

ありましたから無料でできたわけです。最近はいっ

ぱいお金がかかるわけですけれども、そこをよく考

えてみなくちゃいけないわけです。そうしますと、

今、仮に暖かいとか寒いとか、そういう不快な条件

から快適な条件にしたいという事を考えてみます。

まず、冬の暖房、冬は寒いから、それを暖かくする

にはどうするか。エネルギーを使う前に、よく断熱

をして、それからすきま風をなくす。気密化ですね。

そうしますとそうじゃない浪費型の住宅に比べて、

エネルギーの使用量が 1/10ぐらいになります。それ

から太陽エネルギーの利用とか、そういうものが次

に来るんですけれども、その前にこういったことで

必要なエネルギーを少なくすることが非常に大事で

あります。暖房についてはこの断熱と気密化で十分

に対処できます。 

 ところが、難しいのは夏なんです。これから暑く

なってきますが、どうすれば快適になるかと。特に

住宅です。今日は一般の方が多いと思いますが、ど

ういう家がいいのかなあというときに、風通しのよ

い家、日当たりのよい家がいいと云われます。日当

たりがいいというのは冬もいいんですけれども、夏

もやっぱり、日当たりが良くないとじめじめすると

かいうことがあります。それから静かな家がいい。

あるいは埃っぽくない家がいい。更に、実際に住ん

でいる家を、住んでいる人間が上手く管理しなくて

はいけません。例えば窓の開け閉めを必要に応じて

うまくする。冷房するときには窓を閉めなさいとよ

くいいますが、いつも締め切って冷房していれば、

それは快適になりますけれども、外の条件がいいと

きにはちゃんと開けて外の空気を入れるというふう

なことをこまめにすることが非常に大事です。 

 もう一つ挙げますと、日除けを設置することです。

日除けがないと最近のガラス張りの建物のように、

夏でも西日ががんがん入ってくるような家、あるい

はビルなんかもそうですけれども、それはよくあり

ません。 

 さて、それで世界の民家を見てみようということ

ですが、先ほど言いましたように気候風土が違うと、

方々違う。暑いにしても、蒸し暑いところと乾いて



暑いところがあります。それから年中そういった条

件のところと、夏はあるけれども冬もあると言う条

件のところもあります。組み合わせで 4種類になる

わけですけども、それは大雑把に分けてこういうこ

とになると思われます。 

 世界地図(図１)を見てみましょう。赤道の両側に

真っ黒になっているところは、年間蒸暑地域。要す

るに雨がいっぱい降って年中暑いところです。よく

見るとかなりこの面積が大きいわけです。それから

その両側に年間乾暑地域。所謂砂漠地方です。その

両側に、季間蒸暑地域と季間乾暑地域があります。

日本は季間蒸暑地域で、夏は蒸し暑く、冬もありま

す。ですから一つの建物で、冬にも夏にも上手い具

合というのはなかなかできません。それから季間乾

暑地域と言いますのは、代表的なのは地中海性気候

という、中学の地理やなんかで習うんですけれども、

夏は乾いて暑く、冬に雨が降るという場所です。こ

れは世界中に拡がっておりまして、割合に過ごしや

すいのがこの季間乾暑地域です。 

以上の４つの地域の代表的な民家を見てみましょ

う。最初は、サハラ砂漠の民家（写真１）です。こ

こでは風が吹きますと、非常に細かい粒子の砂がぼ

んぼん飛んできます。そのためにトラコーマのよう

な、目の病気にかかりやすくなります。ここはオア

シスでナツメヤシの樹が植わっています。そこに白

い壁の家がありますけれども、外側には窓がありま

せん。窓がないと暗いですから、中庭に面したとこ

ろに窓があるんですね。 

 写真２はアルジェリア北部のルーフィー峡谷です。

崖っぷちに四角い穴がありますけれども、ああいっ

たところに穴を掘って住んでいるんですが、皆さん

これを見てどう思われますか？あんなところで、ど

こに水があるんだろうと思いませんか？砂漠ですと

何時間もかかってオアシスに水を取りに行きますが、

ここでは崖の下に樹がいっぱいあって、そこには川

が流れていますから、水がいっぱいあるわけです。 

 さてこれは中国西部にあるいわゆるヤオトン(写

真３)と呼ばれる住居です。これは西安の郊外にあり

 
図１ 世界地図 

 
写真１ サハラ砂漠の民家 

 
写真２ アルジェリア北部のルーフィー峡谷 

写真３ ヤオトン 



まして、大体 3メールぐらい掘るんですが、中庭を

作って、そこから横穴を掘って部屋を作ります。中

は年中涼しいといいますか、冬暖かくて夏は涼しい

と云われます。所謂人の知恵なんですね。民家に見

られる人間の智恵、そういったものが方々にありま

す。上に孔があいていて換気ができるようになって

いて、中にカンと言う、寝るところもついておりま

す。 

 これはリビアのガダメス（写真４）という保存さ

れている集落です。ここでは日干し煉瓦が使われて

います。ナツメヤシの繊維は非常に強いんですが、

それを泥に混ぜて練って、四角い枠にはめておきま

すと煉瓦ができます。それをどんどん積み重ねてい

って、家を造ります。土あるいは石というものは一

回暖まると冷めにくい、一回冷めると暖まりにくい

という性質があります。ここは砂漠地方で暑いわけ

ですが、外は昼間ですと大体 40度とか 45度とかに

なります。そのかわり夜になるとひょっとすると 0

度ぐらいになって、放射冷却で夜空に放熱しますか

ら、屋根や壁は冷やされます。要するに寒暖の差が

非常に激しいんです。さっきのヤオトンもそうなん

ですけれども、熱容量と申しまして、そういう厚い

壁がありますと室内は大体平均外気温と同じぐらい

になります。それでも変動はあるんですけども、大

体それに近くになります。ですから、乾いていると

ころはそういう利点があるわけです。 

 次はカッパドキア（写真５）です。トルコの真ん

中あたりですけれども、2～3世紀ぐらいからキリス

ト教徒が迫害され、逃れてきて、こういう岩に穴を

掘って生活していました。今でもここに生活してい

る人も少しはいるわけです。手で掘れる、というこ

とは柔らかい地層が堆積しているということです。

それがいろんな風に掘ってありまして、上と下が繋

がっていたりしています。入口は非常に狭くて、外

敵から守るようになっています。これもやっぱり風

化が激しくて、段々崩れて来ています。ですから真

ん中の一番大きな穴のところはほんとは壁がでんと

あったはずなんですね。ですからここに行かれる人

は早く行かないとなくなってしまうかもしれません

（笑い）。 

 中国にも、さっきヤオトンがありましたけれども、

このように日干し煉瓦の家（写真６）を作って住ん

でいる人も非常に多くいます。実に 3千万人とか 4

千万人ぐらいの人がこういう土の家に住んでいると

 

写真４ ガダメス 

写真５ ガダメス 

 

写真６ 日干し煉瓦の家 



言われています。これは偶々、西域に行く汽車の中

から撮ったものです。動いている汽車の中から撮っ

たにしては一寸感じが出てる、いい写真だと私は自

慢にしているんです。 

 写真７は、さっきのガダメスの日干し煉瓦の家で

すけども、そこに人が立っているところが道でガダ

メスのメインストリートなんです。非常に狭いんで

すけども、右側の家と左側の家が 2階で繋がってお

りまして、中は繋がっていないかも知れませんが、

建物として繋がっていて、所々空が見えるようにな

っていて、光が入ってきます。だから照明は夜は要

りますが、昼間はいりません。 

 幻想的な空間。これは、ガダメスの保存されてい

るお金持ちの家（写真８）です。中には階段や部屋

がいっぱいあって、階段の下にも物入れがあったり

してスペースを全部有効に使っております。一部は

吹き抜けになっていて、かなり天井も高いんですけ

れども、それでも結局は厚い壁でできているもので

すから、私は夏に行ったんですが非常に涼しく感じ

ました。それから、この赤い色に特徴がありまして、

これはそこの周辺に生えている野草から作る顔料ら

しいんですけれども、他所の者には秘密を教えない

ということだそうです。とっても鮮やかな赤い色で

す。 

写真９は、長靴の格好をしたイタリーの、長靴の

踵あたりの内陸部になりますが、そこにあるアルベ

ロベロという、べろを噛みそうな名前の村です。こ

こは石の多いところでして、石をいっぱい積んで、

コーンといいますか、円錐形の屋根を作っておりま

す。お伽の国へ来たような感じがします。白く見え

るのは石灰を塗っているためですけれども、ここは

地中海性気候ですから、夏は砂漠みたいに雨は降り

ません。空も青くて、強烈な日射を反射します。夜

になると大気放射冷却を起こします。白い壁は放射

率が高くてよく冷えます。また、屋根の形はギザギ

ザになっておりますから、風が吹いてくると、つる

んとした屋根よりも表面積が大きいのでそれだけよ

く冷えます。一種のラジエーターと言えるでしょう。

このような工夫が昔からなされているわけです。 

 
写真７ ガダメスのメインストリート 
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写真１０は、ギリシャのエーゲ海のミコノス島の

家ですが、これも石で出来ておりまして、白く塗っ

てあるという点でも同じです。道が狭いのは何故か

というと、日影をたくさん作るからなんです。日本

の家は割にばらばらに散在して、風通しをよくして

いるのと比べますと、一寸違うわけです。これもそ

の辺の人の知恵ですね。 

写真１１は、オーストラリアの宝石のオパールの

産地、クーバー・ペディーの現代の家で、家という

よりは一山です。最近は大きな掘削機械で穴を掘っ

てオパールを探しています。以前は人の手で穴を掘

っていましたが、穴を掘ればそこに空間ができるわ

けですね、そこが部屋になるわけです。日本の家の

ように柱と梁を作り、壁を付けて住む空間を作るの

をポジだとしますと、これはネガなんです。しかし

ながら空間を作るということについては同じです。

これもやはり厚い壁、石を積んだ壁よりもっと厚い

わけですから、夏は涼しいんです。 

日本にも、熱容量の大きい厚い壁の家はあります。

例えば土蔵（写真１２）ですね。骨は木造ですがこ

れに土をいっぱい塗りたててかなり厚い壁にしてお

ります。この中に大事なものを仕舞って置きます。

温度ばかりではなくて湿度も一定の湿度に近い状況

に保たれます。これは、土が吸湿と放湿を繰り返し

て調節する機能を持っているためです。日本中どこ

にでも土蔵がありますが、いい土蔵は屋根と白い部

分の間に隙間があります。白いところで一応の屋根

はできていますが、その上に隙間があると、日射で

熱せられた屋根の下に風が通って温度を下げてくれ

ます。ここにも工夫が見られます。 

このように、土蔵は非常に気持ちがいい、温湿度

があまり変わらないということから、人の住む、本

当の家もそうしたらいいんじゃないかというわけで、

土蔵造りという建物が割に方々にあります。例えば

九州の柳川にある北原白秋の生家（写真１３）です

けれども、観光名所にもなっておりまして、本当に

夏に行くと涼しいです。 

 

 
写真１０ ミコノス島の家 
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写真１２ 土蔵 



また、同じような造りで、埼玉県の川越の蔵造り

（写真１４）が有名です。このような建物が寺町通

りというところに並んでおります。何故かというと、

安政時代に大火がありましてみんな燃えてしまい

ました。そこで燃えない家を造りましょうというの

でこうなったんですけれども、結果的に厚い壁でで

きているものですから中は涼しいのです。我々の研

究室で実測してみました。真夏の八月頃には外気温

が 34 度ぐらいになります。その時に二階の部屋で

は大体それより 2 度ぐらい低いということが分か

りました。また、天井の面の温度あるいは壁の面の

温度、畳の床の面の温度は室内の気温よりも更に 2

度ぐらい低くなっていました。もう一つは屋根が大

きいということです。最近の平べったくて薄い屋根

の家というのはうっかりすると天井の表面温度が

40 度ぐらいになってしまいます。そうしますと室

内をいくら冷房しても、頭からカッカッと来るもの

ですからなかなか快適にならない。どんどん冷やし

て 19 度ぐらいにしている人が結構いるようです。

ですから屋根というのは、かなり大きく作るもので

あると、昔の人は思ったのでしょう。 

さて、土を使った家が多いと言いましたけれども、

これはある茶室（写真１５）の例ですが、温度だけ

ではなくて湿度も調節してくれます。湿度の高い日

には土の壁がじわじわと湿気を吸ってくれますし、

乾いた日には、湿気を放出します。畳もまた湿った

日にはどんどん水蒸気を吸いますし、乾いた日には

どんどん吐き出します。板戸とか天井板とか柱とか

の木の部分も同様な性質を持っています。木は土と

畳の中間ぐらいです。土は木や畳と比べると吐いた

り吸ったりするのが少し遅くなります。この様に快

適さを追求していきますと、熱容量と共に湿気容量

というのも関係していることが分かって来ました。

日本の家屋というのはこのように畳と土と、木の組

み合わせで室内の表面が出来ています。これらが上

手い具合に調節されていて、結果的に快適な空間に

なっているわけです。長い間の人間の智恵で、この

ような建物になったといえます。最近は、土壁は作

るのに時間がかかるため、乾式工法が多くなってい

ますが、そうしますと水分を吸ったり吐いたりする

機能はなくなってしまいます。 

アイスランドは非常に寒いところですが、このア

イスランドの民家（写真１６）では土を屋根の上に

載せて草も生えています。土をかなり厚く載せます

 

写真１３ 北原白秋の生家 

写真１４ 川越の蔵造り 

写真１５ 茶室 



と断熱効果が得られます。昔は断熱材というものが

ありませんでしたから、土と草でもって断熱したよ

うです。下の方は石積みです。 

写真１７のこの家は、イギリスのハーフティンバ

ー構造です。柱と梁は木で、その間は煉瓦を積んで

います。ですから、日本的な柱と梁の構造と、ヨー

ロッパの伝統の石造りを混ぜたような作りになって

います。非常に美しいですね。 

写真１８は、山形県の一寸山奥にある朝日村の田

麦俣という村にあるユニークな格好の民家ですが、

おそらくこれは寄せ棟から発展したものだろうと思

われます。両側をちょきんと切ったような形で妻側

に障子を立てて光が入るようにしてあります。この

写真で話したいのは茅葺きの屋根についてです。茅

葺き屋根の家は夏涼しいとよく言われます。何故か

と言いますと、雨が降った時には茅の間に水が染み

込みますが、晴れて日が射してきますと、その水が

水蒸気になって出ていきます。そうすると、蒸発に

よって気化熱が奪われて温度が下がります。この茅

葺き屋根の室内側の表面温度は外気温より 1～2 度

低くなり、その分快適さが得られています。冷房の

ためのエネルギーを使わなくても、材料の組み合わ

せだけで同様な効果を得ることが出来ている例です。 

このような例は世界各国に見られます。例えば写

真１９はメキシコのユカタン半島の民家ですが、こ

こは日本の蒸暑気候と同じような環境の所です。日

本とは草の種類は違いますけれども茅葺き屋根のよ

うな格好で、漆喰のような壁があったりして日本の

家とよく似ています。この様に気候が似ているとこ

ろには同じような格好の家があるという事が分かり

ます。 

写真２０は太平洋に浮かぶ島国フィジーの酋長さ

んのお宅ですが、これも草は違いますけれども大き

な屋根を草で葺いてあります。ブレという形の家で

写真１６ アイスランドの民家 

写真１７ イギリスのハーフティンバー構造 
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す。また、島ですから、波が来るというので床を高

くして作ってあります。 

このように水分が日射で蒸発し冷却されるのを蒸

発冷却と言いますけれども、これを現代にも使えな

いかと考えております。茅葺き屋根というのは良い

物ですけれども、燃えるため現在では都市住宅では

使えません。それに代わるようなものは無いかと

色々探してみました。 

アメリカのミネアポリスというところの近くには

このように土を屋根に載せた家（写真２１）があり

ます。土というのは、割合湿っています。湿ってい

るということは、蒸発もするということで、部屋の

中はそれだけ涼しくなります。この屋上では家庭菜

園をやっており、野菜が出来ています。 

写真２２は、群馬県にある中野ヴィレッジといい

まして、世田谷区民のための保養施設です。ここで

も屋根に土をのせておりまして、我々の研究室で実

測しましたけれども、大体 20 センチぐらい土を載

せますと一日の温度の変動が大体なくなります。 

沖縄の名護の新しい住宅でも土を載せているのが

あります。これも省エネ住宅と言えます。そこでは

色々なことをやっています。右下に孔がありますけ

れども、そこから下の土は気温が変動しても温度は

変わりません。てっぺんにあるソーラーチムニーと

云われている所が日射で暖まりますと上昇気流が発

生して空気が排出されます。その勢いで下から冷た

い空気が入って来るというシステムです。 

ソーラーチムニーの原型は教会とかモスクの塔状

構造物にも見られます。写真２３はトリポリのモス

クですが、塔に日が当たると、中の空気が暖まって

写真２０ フィジーの酋長さんのお宅 
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上昇気流が生じ、温かい空気が上の方にある孔から

出て行って、裏側の冷たい空気が入ってくるという

仕組みです。 

また、写真２４に見られるように、三角のところ

は採風塔と言いまして、風が右の方から吹いて来ま

すと、下の方に入って来ます。そういう風にして外

の風を入れるようになっています。その下にある丸

いところはさっきと同じようにソーラーチムニーみ

たいになっていて、上昇気流として出します。です

から風のない時はソーラーチムニーが利くことにな

ります 

写真２５は、スペインのグラナダの家々ですが、

中庭があります。その周りには所謂コートヤードと

いいまして、回廊がまわっています。これはどうい

う役目があるかというと、夜の間にうんと気温が下

がりますから、冷たい空気が中庭に降りて来ます。

そうすると、翌日午後 1時ぐらいまでは涼しい状態

が保たれます。それから更に日が高くなりますと、

温度が高くなって不快になりますので、皆家に帰っ

て昼寝してしまいます。シエスタといわれる慣習で

す。夜の 8時ぐらいになるとまた起き出してきて仕

事をしたり遊んだりします。そういう生活のパター

ンもその土地の気候に合わせたもので、家の格好も

そうですけれども、長い間に出来てきたものでしょ

う。 

写真２６は、パティオと呼ばれています。コート

ヤードというのは広い中庭をいい、パティオという

のは割合い狭い中庭と言う位の違いです。いろんな

装飾も施されていますが、その中に噴水があり、そ

こから水蒸気が出てきます。これを加湿冷却と言い

ますが、乾燥している所では非常によく利きます。 

日本で涼を得る為の仕組みと言うと通風と日除け

です。深い軒と高い床（写真２７）に代表されます

が、日を遮り、風を通します。また、縁側というも

のがあります。冬は日が低くなりますから、縁側が

あっても奧まで日が入る。夏は、9 月ぐらいまでは

非常に暑いですから、縁側には日が当たるけれども、

部屋の中には日が当たらない。こういうのが日本人

写真２４ 採風塔 
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の工夫であったわけです。 

写真２８は、知覧の武家屋敷の縁側です。池があ

るところが前の写真と違いますが、池から風が入っ

てきますと池の水分が蒸発した水蒸気を持ってきま

す。その為部屋の中は湿ってしまいますが、気温と

しては 1度くらい低くなります。加湿冷却といいま

すが、少しでも温度が低い風が欲しいというときに

はこういう風にします。 

写真２９は、フィジーの最近の建築ですけれども、

日本がお手本にしてもいいような形になっています。

所謂研修施設ですけれども、住宅と思っても頂いて

もいいかも知れません。腰のあたりに横板が有りま

すが、開くようになっています。つまり風が通るよ

うになっているわけです。 

写真３０は、エジプトのカイロの豪邸ですけども、

正面にある 2階の部屋は奥さんの部屋ですが、マシ

ュラベヤといいまして、日除けスクリーンのような

役目を果たしています。スクリーンといいましても

垂らすスクリーンではなくて、彫刻の一種です。木

で十文字の様なものを作って組み合わせていきます

と隙間ができます。それが粗い隙間、細かい隙間、

いろいろありまして、壁みたいに見えますけれども、

隙間がありますから風は通ります。外から中は見え

ませんが中から外は見えるようになっています。 

日本にも格子というものがありますが、これにも

細かい格子、粗い格子色々あります。これは飛騨の

高山ですが、西日もこの様に細かくしておくと、割

合いよく遮ることができます。お坊さんが棕櫚のす

写真２７ 深い軒と高い床 
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けすけの着物を着ているのも同じような効果を期待

してのことでしょう。それも一つの工夫なんです。 

それではスライドはここまでにして、パワーポイ

ントに戻ります。私の研究室では色々な調査や、理

論的な検討を行っていますが、先ほど一寸言いまし

たように、夏を涼しくする為の基本は日除けと通風

です。 

我々の研究室では「涼房」ということを言い出し

ました。冷房というのは、例えば湿度 50 %、室内の

気温を 26゜Cに決めて、それを実現するために冷房

機を廻してやる。これが冷房ですけれども、涼房と

いうのは部屋を涼しくするということです。房とい

うのは部屋という意味ですから、自然の大気蒸発冷

却とか、ヤオトンのような地中の恒温性利用、また

は打ち水のような加湿冷却の利用です。このような

機械を使わない方式ですと、冷房のような充分な快

適な状況にはなりませんが、健康的にはかえってこ

の方がいいという人もいます。それから天井扇は多

少エネルギーを使いますが、時々風が来るというの

で非常に具合がいいものです。 

自然美というのがあります。また、人間が作る造

形美というのがありますが、更に環境に優しい形と

いうのがありまして、これがよく見てみると非常に

美しい。断熱をしたり日除けをしたりすると、それ

自体が美しいものになります。建築の方で言います

と、例えば橋とか塔のような力学的に正しい形が美

しいと言う構造美という言葉があります。それと同

じように環境美というのもあるのじゃないかという

わけです。 

民家には本質的な美しさがありますが、そこに建

築の本質があると云えます。それを現代の建築に適

応するにはどうすればいいのかという事ですが、こ

れは本当は建築の専門家の方に言いたいのですけれ

ども、形態と気候風土の関係をよく認識し、社会情

勢の変化も考慮する必要があります。また、さっき

出てきましたアドベという日干し煉瓦は壊して練り

直したら又使えるというように、材料を捨てないで

再利用するということは現代の材料でも出来ると思

います。それから人動制御というのは、自動制御じ

ゃなくて、人間がカーテンを開け閉めするとか、窓

を開け閉めするとか、あるいは電気を点けたり消し

たりする。これは自動でも出来ますが、やっぱり人

間がその時にこまめに制御するということが大事で

す。設計の態度もこういう事を考えに入れなければ

なりません。 

これからの建築が、民家に学ぶということですが、

昔の民家とこれからの建築の共通点は何かというと、

化石燃料がもう無くなってしまうんじゃないかとい

う事です。そういう条件のところで住むには、民家

で養ってきたような工夫の心が大事であると思いま

す。 

次は地域性です。ある地域に面白い民家があった

として、別な気候環境のところに持ってきても上手

くいきません。逆に離れたところにあっても、同じ

ような気候のところであれば案外上手くいくもので

す。 

建築は生き物です。寿命があるし、病気になるこ

ともあります。一回作ったら何年でも持つというこ

とではありません。常に面倒をみなければなりませ

ん。 

植物学の方で生態学というのがありますけれども、

建築にも同じように、生気候建築と言われるものが

あります。要するに形態というのが出て来ますけれ

ども、そういった環境との関係で形態が決まってく

るというのが大事であるということです。伝統的な

民家というのは、そういう意味で環境に優しい建築

ではないかと言えると思います。 

そういうわけでありまして、環境の中に建築があ

り、建築の中に人間が住んでいるわけで、最終的に

はやはり人間中心です。ただし、人間の方も今まで

述べてきましたような事を良く理解して、面倒を見

てやる必要があるということです 

一寸時間を過ぎましたけれども、私の話はこれ位

にしたいと思います。どうも御静聴ありがとうござ

いました。 

 



 

都市構造とライフスタイルの変化による省エネルギーの効果 

 
SGRA研究員・北九州市立大学助教授 

高 偉俊 
 

ご紹介いただきましてありがとうございます。北

九大の高（ガオ）と申します。 

今日、バート先生から愛の話が出ましたので、私

はもう一つ都市の構造から愛を見つけようというこ

とで、今日の課題を、「都市構造とライフスタイルの

変化による愛の効果」にした方が良かったかも知れ

ないのですが、「・・・省エネルギーの効果」という

ことでお話いたします。木村先生から、昔の民家か

ら、自然からの智恵を使わなきゃいけないという話

がありまして、私もこれに非常に同感ですけれど、

ただ、もう我々は昔に戻ることができません。それ

から、今は、昔の人口とは違います。昔の人口では

一軒家でも、高くなく作れました。しかし、今、人

口は非常に増加し、図１に示すように１００万人以

上、５００万人以上の都

市が非常に多く世界に

散らばっています。その

結果、都市の領域がどん

どん拡大していきます。

同時に昔は、隣の友人の

助けで家を造ることが

できたのですが、近年、

こんなに人口が増える

と、とても地元の材料だ

けでは造ることができ

ない状況になります。 

そういう状況の中で、

都市はどうなったかと

いうと、先ほどのバート

先生の図もありますが、

どんどん暑くなる。とい

うのはたくさんエネルギーを消費していますのでそ

ういう状況になります。先ほど木村先生はいろいろ

な例の中で、中国はまだヤオトンの中に住んでいる

ところもあり、平均的な１人当たりのエネルギー消

費量がまだ少ない、ということがありましたが、イ

ンドでも同様です。 

一方、空調を使ったりして非常に快適な環境で先

進的な住まい方をしている恵まれた国は非常に高い

エネルギー消費率であることが、図２で分かります。

実際、エネルギーというのは一つ豊かさの指標(図

３)でもあります。ここで示しているのは縦軸が１人

当たりのエネルギー消費で、下の方が GNP です。

これで分かるように、エネルギーをいっぱい使うこ

とによって経済が発展する。産業革命の唯一の指標
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はＧＮＰになりますので、そのＧＮＰの裏はエネル

ギーの消費ということになります。この図を見て分

かるように、例えば日本は、エネルギー消費は途上

国に比べてかなり多く使っている。特にアメリカの

場合はもっと多く使って豊かさを保っている。 

では、どうしたらよいかと、発展途上国と先進国

の間に色々問題があり、非常

に難しいことです。実際この

統計で言えることは人口の

１５％に当たる先進国が大

体世界の２／３の資源を使

っていると。また４／５のゴ

ミを出しているという統計

があります。 

例えば、さっきのエネルギ

ー消費が経済を代表してい

ます。現在、アメリカは大体

1 年間で７０００エネルギ

ーを使っています。アメリカ

の人口２億５千万で計算す

ると、１７５００という数字

になります。また、中国は現

在年間５００エネルギー

を使っています。今人口は

１２億人を超えておりま

すので、１３億人で計算す

ると現状では６５００と

なります。経済とエネルギ

ーは並列していますので、

例えば、これは一つの仮定

ですが、中国人がアメリカ

人の半分のライフスタイ

ル、半分のエネルギーを使

うとすると、どうなるでし

ょうか。７０００の半分と

いうのは３５００。それを

今一生懸命人口制御をし

ているから、１３億で増加

が止まるという仮定で計

算すると、それは 45500 となります。要は現在のア

メリカの 2.6 倍ぐらいです。この数値は現実のこと

として到底想定できませんが、世界のエネルギー消

費が限界になるでしょう。いくら風車でも、追いつ

きません。一方、もう一つの大国インドも今１０億

を超えているから、それも同じように想定すればも

図２ 国 1人当たりのエネルギー消費 

 

図３ エネルギー消費とＧＮＰ 



う、世界のエネルギー消費は膨大なものになるでし

ょう。先進国から、技術、政策、あるいは経済など

の補助があっても、またいくら学んでも、多分、こ

の問題を解決するには無理があります。要は地球の

限界に達するわけですが、その限界に達する前に、

我々は何をしたらよいか。今まで長い道のりで、我々

は、月まで宅急便を送って参りました。でも、環境

破壊は非常に速いスピード

で進んでいます。皆さんが住

んでいる住宅は毎日我々を

殺すようなものを排出して

おり、しかもそれは同時にエ

ネルギーを使っているわけ

です。変な話で、自分が自分

を殺すような住宅の作り方

をしていますので、それをど

うしたらいいかということ

をこれから考えなきゃいけ

ないでしょう。 

それで、一つ提案ですが、

愛の話と繋がりますが、アジ

アの伝統を、智恵をもう一回

見直さなければいけないと

思います。ただ、これは新し

い形で見たい。その前に歴史

を踏まえて考えます。日本で

は、江戸時代に長屋（図４）

がありますね。これは非常に

シンプルで、これは畳で、エ

ントランスで、こっちが街に

なりますので、誰でも非常に

入りやすい形になっていま

す。ですから、今みたいに隣

の人も分からない時代じゃ

なくて、街の付き合いが非常

に密で、これは誰の家、酒屋

さん、お菓子屋さん、直ぐ分

かるような、そういう最低限

の生活空間を作っていたの

です。最低限の需要を満たすことが、これから我々

の町づくりに非常に参考になると思います。生活上、

最低限の作業をする場合、たとえば水を汲むときあ

るいはお米を買うときに誰かに手伝って貰わなけれ

ばならないとき、初めてこういう隣の関係が重要に

なるのです。今みたいに宅急便で、電話一本で送っ

てくれれば、とても隣の人は必要ありません。いく

 

図４ 江戸時代の長屋 

 
図５ 王さんの一日 



ら、人間関係を何とか作ろうとしても、お互いに利

害関係がなければ、助け合う気持ちがなければ、病

気になったとき誰かが助けてくれるというような事

態が想定できなければ、なんでも１１９番で済ませ

れば、コミュニィティーは作れません。むりやり作

っても無駄で、喧嘩、ストレスが溜まるになるわけ

です。だから一つもっと楽しいライフスタイルを提

案したいわけです。４月からバート先生も私も九州

に異動しまして、東京に住んでいたときよりもっと

健康にやっております。例えば、私は６時に起きて

７時まで走っています。それで、私が提案している

のはこの例(図５)です。極端ではありますが、要は

自分の家は、長屋みたいに最小限にすることです。 

７時にコミュニィティーで朝ご飯を食べて、自分

の子供を幼稚園に送って、自分は電車、バスで職場

へ通い、仕事をして、ちゃんと５時で仕事を終え、

子供を迎えに行き、それから、毎日、スポーツセン

タで運動をします。それから自分のおじいさま、お

ばあさまと食事したりして、テレビ見て、メール見

て、必ず１１時には寝ることになります。まあ夢物

語かもしれません。 

ここに書いてありますけれども、私の提案はマイ

ホームをマイルームにします。マイホームは日本の

多くの方の夢です。これから、アジアにおける多く

の人々の夢でもあります。人口から考えたら、とて

もアメリカみたいに前にガーデンがあって、後ろに

バックヤードがあって、それはとても無理です。た

だ、自分のルームを持つことだけはできるかもしれ

ません。それは例えば、家の中華鍋をやめて、それ

らの空間で豊かなマイルームを作ることです。外食

生活は、アジアでは非常にみんなやっているんです

ね。だから、多分日本のツアーでも、台湾屋台に行

こうとかがあります。私が子供の頃もかなり朝食を

外食で済ませました。両親が仕事をしているので、

食事をする時間がないですから。 

人口が非常に多いので、みんな豊かな住まいは難

しいんですね。そのためにマイルームだけでも豊か

にしたいのです。都市は非常に膨張も早いし、住ま

いを一軒家で作れませんので、高層住宅にしましょ

うという提案です。高層化してマイルームをしっか

り作るとよいですね。ここで提案しているのは、コ

ミュニティーを重視した高層住宅です。高層化し、

ライフスタイルを変化することで、幾つかメリット

があります。キッチンが居室外にあるわけですから、

ゴミが減ります。例えば、２／３は減ります。勿論、

ゴミも業者がまとめますので、業者によるゴミの収

集が容易になります。もう一つは、やっぱり夫婦で

一緒に働くことができる。就業機会の増加、社会の

安定、またゆとりの時間が取れ、個人の趣味、自己

開発もできます。私は都市計画をやっていますから、

これを実現するために、都市の構造を改造する必要

があります。 

町の歴史を一寸見てみます。これは(図６)中国に

は昔、井田制という制度がありました。真ん中（夫

子）が共同空間で、周りは住民で、農民なら農民、

自分のスペースを持ちました。自然環境と自分の生

活は非常に近いので、ストックとリサイクルは常に

一緒。中世になると、町ができてきて、町の中にち

ゃんと共有スペースがある。

大体ヨーロッパへ行くとこ

のような共通広場がありま

す。近代になると、空調だ

けで快適空間が作れるから、

今度は共有空間がなくなっ

てしまいます。昔の伝統か

ら学んで、もう一度都市を

作り直します。ある程度都

市を高層化にして、共有ス
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図６ 都市構造の歴史 



ペース（オーペンスペース）を作って、バート先生

が提言される緑を入れて、緑ネットワーク、水ネッ

トワークをつくっていきます。それを実現するため

に、今の東京みたいな土地利用を見直ししなければ

なりません。新宿には高いビルがありますが、全体

から見ると意外に少ないですね。平均から見ると、

土地利用の比率は非常に悪い。東京は全体がスプロ

ール化しています。高層化をある程度しなければな

りません。高層化、緑を増やすことによって、図７

がそのメリットを示しています。 

緑が増えれば二酸化炭素が固定できますし、また、

省エネもできます。実際、アジアでも上海、シンガ

ポールなどでいっぱい高層ビルをつくっています。

問題はどういう形で作って行くかになります。 

我々は一つの実験で、中国のシンセンで、約６０

０ヘクタールの都市計画を提案しています。現状で

はこのエリアに幾つかの高層ビルがありますが、ま

だ全部開発していない。それを幾つかのエリアに分

けて、開発しようと思っています。私が提案してい

るのは、コミュニィティーです。要は、自分の家は

狭いので、コミュニィティーの中に必ずホテルがあ

って、友だちとか親戚が来たら、自分の狭い家で譲

り合う必要はなくて、このホテルで泊まるとか、そ

れから自分が高層の建物の中に住み、近いところに

商業施設もあるので、とても便利です。 

話が違いますが、最近、よく聞くことは、失業率

が４．７％です。一つの言い方は７％になったら国

は非常に危ない。私のもう一つの変な提案ですが、

例えば、皆さんの給料を少し下げることです。仕事

をしたい人は仕事がないと非常に困ることなんです

ね。ただ、給料が減れば、例えば、私は、今年九州

へ引越ししましたが、当然、運送業者に見積りを依

頼しますが、相当きつい見積りがきます。給料が少

ないから、隣の友人を頼んで、荷物を一緒に積んで、

私はトラックを運転して九州へ行くわけです。そう

すると相互扶助になるわけですね。同じ経済レベル

であれば、そういう付き合いになります。要は人と

人のコミュニィティーができるわけですね。最近よ

くコミュニィティーづくりが強調されていますけれ

ども、目的のないコミュニィティーは成り立ちませ

ん。一生懸命、公団が団地で子供の遊び場を作って

も、結果的に必要がないので、なかなか役に立たな

いのです。経済は、これから段々悪くなるかもしれ

ませんので、どういう解決方法がありますか、非常

に心配です。私はもっと心配しているのは、これか

らのアジアも同じ道を歩くのは非常に危険です。伝

統を学んで、古いライフスタイルを再発見して、明

るい未来を見つけたいものです。その中での私の一

つの提案は、都市構造とライススタイルを見直して、

環境にやさしい都市づくりをすることです。 

時間がないので、ここで終わりたいと思います。

どうもありがとうございました。 

 

図７ 高層化、緑化のメリット 



 

エムシャー工業地帯再生プロジェクトから学ぶこと 

 
SGRA研究員・北九州市立大学助教授 

デワンカー・バート 
 

バートでございます。 

先ほどの木村先生のお話を非常に面白く拝聴させ

ていただきました。私の報告は、「エムシャー工業地

帯の再生プロジェクトから学ぶこと」で、「共生時代

のエネルギーを考えるライフスタイルの工夫」が主

な話です。先ほどの木村先生のお話は、共生時代の

エネルギーについてでしたが、今、私達は、産業革

命以前の環境共生時代について考えています。当時

の人たちは、先ほど木村先生がお話されたとおり、

非常にその地域性を理解し、その地域の気候に合っ

た建築が殆どでした。産業革命は、イギリスに始ま

り、次いでヨーロッパ全体に更にはアメリカへ、そ

して１９世紀半ば頃には日本へと広まってきました。 

今のドイツは、各州別の消費（図1）を見ますと、

（一番右から）全部工業地帯です。（左からは、）殆

ど町か農業の方がメインです。ですから、産業革命

以降、工業地帯に多くの人が集中して住み始めて、

どんどんエネルギーを使い始めました。その結果、

今日のような環境問題が生じてきたわけです。皆さ

ん、木村先生の写真にあったような、昔ながらの家

に住んで見ませんか。その方がよいと思います。 

ノルト・ライン・ウェストファーレンは、ドイツ

の西に位置します(図２)。この地域は、現在、ドイ
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図１ ドイツにおける州レベルのエネルギー消費 図 2 エムシャー工業地帯の風景 



ツにおける消費のほぼ３割を占めています。その中

のエッセン市の市街地での約４０年間の緑の変遷を

見ますと、当初、緑が約６０％を占めていましたが、

今は４０％しかありません。 

それに対して工業地帯と市街地はどんどん広がり

ました。現在のドイツでは、もう街が出来上がって

いるため、土地利用地図は、余り利用されませんが、

その土地利用地図の上に気候をプロットすると、中

心部が非常に暑くなっています。東京に住んでいる

人たちは、これからの夏２～３ヶ月はよく体験する

と思います。私も８年前から東京に住んでいました

ので、その暑さを非常によく感じました。しかし、

２ヶ月前に北九州へ引っ越してきて、今は山の中に

住んでいます。山林の中ですから、東京との温度差

をよく感じます。夜は非常に涼しくよく眠れるので、

朝起きるのが早く鳥のような生活をしています。あ

まりエネルギーを使いたくないから、５時か６時に

起きて、夜は９時には、子どもと一緒に寝てしまう。

そのように街の中が暑くなっています。その傾向は

どこででも見られます。 

昔の街を見ますと面白かったし、みんな何か工夫

をしていました。ところが私は、最近旅行やめまし

た。今は、どこへ行っても皆同じでつまらない街ば

かりですね。街づくりの研究成果がいっぱいありま

すが、あまり研究してもしょうがないです。昔の人

が全部考えたのですから。 

図３は、街の断面です。上から朝、真ん中は昼で、

下の方が夜です。屋根を見ると、木村先生の話にあ

りましたが、朝は屋根が非常に冷えており、昼は非

常に暑い、しかし夜はまた冷たい。今の街は何かお

かしいですね。図４は、屋上の断面です。左の方が、

屋上緑化していない場合です。屋上緑化については、

木村先生の話にありましたが、その冬と夏の温度差

を見てみます。およそ、１１０℃の温度差がありま

す。それで、緑化した場合は約３０℃。それに対し

てエネルギーのロスを見てみると、左の方が緑化し

てない場合、右が緑化した場合です（図５）。緑には

断熱性がありますから非常にエネルギーが削減され

ています。 

図３ 「朝・昼・夜」街の断面図 

図４ 「冬・夏」の屋上温度 

図５ 屋上によるエネルギーのロス 



現在の街はおよそこのような街です（図６）。なか

なか上から街を見るチャンスは少ないですが、上か

ら見ると真っ黒、よく見るとアスファルトだらけで

す。建物も道路も、駐車場もそうですね。それで、

ドイツはどう考えたか。「じゃあ、全部、緑で覆いま

しょう」。そうすることで今の街を、昔の自然の風景

に戻すことはできませんが、屋根の上にはまだ空間

がありますから緑化しましょうと。 

図７の黒いところは街です。街と街の間になるべ

く緑を増やしましょう、というのが、ドイツの工業

地帯です。なるべく川や高速道路・鉄道など、どこ

であっても木を一生懸命植えて、更に建物を緑化し

て、その街と街との間は緑を増やす。そしてなるべ

く集中的に、一戸建て住宅ではなく、集合住宅にみ

んな一緒に暮らして、住宅としての土地利用を少な

くする。そうするとそれ以外のところに緑を増やせ

る。 

次は、緑化された駐車場（図８）についてです。

殆どの駐車場は今までアスファルト系ですが、芝生

の上でも駐車はできます。これは煉瓦を使った駐車

場です。駐車場だけではなく、昔からヨーロッパで

は、煉瓦を使う伝統があります。それを駐車場の材

料として使えば、駐車場も緑化ができるような状態

になります。 

そこで、エネルギーについてですが、―私は、デ

ザイン系ですから、エネルギーについて、まったく

何も分かりませんから、非常に困りましたが―、去

年（２０００年）、ショッキングなニュースがありま

した。チェルノブイリの原子力発電所が、１２月に

永久に閉鎖されたことです。大昔の、あまりエネル

ギーがない時代にはこのような問題は起こらなかっ

た。つい最近のこと、５０年ほど前から、今日から

原子力発電を使いましょう。明日からは・・・とい

うように、今は、みんな工夫しなければいけない時

代です。ただ、その中で安全性が問題です。昔はあ

まりエネルギーを使わなかったから安全についての

問題は少なかったが、最近は多くのエネルギーを使

うから非常に危険です。 

そのため、ドイツでは、３０年後に原子力発電所

緑化してない 

緑化している 

図６ 緑化してない及びしている建物群 

図 7 エムシャー 風致区計画 



を全て閉鎖します。スウェーデンやイギリスでも閉

鎖する動きが見られています。少しずつみんな変わ

ってきます。では、それをみてどうするか。アメリ

カの学者ですが、「２１世紀は自然資本主義」という

記事がありました。こういった経済に転換しなけれ

ばいけないと思います。もう一度自然系のものを見

直すことが重要だと思います。先ほどの原発は、不

自然なエネルギー発電で非常に危ない。 

図９はビオトープの写真です。私の研究テーマで

す。もう一度再自然化する。なるべく緑を増やす。

建物と放置されているところを再自然化する。それ

によって、エネルギー削減の問題は解決できます。 

現在、中国ではまだ７０％ぐらい石炭を使ってい

ます。ヨーロッパではほとんど使わなくなっていま

す。そうしたなかでドイツでは２００５年までは、

むりやり石炭の利用を維持しており、５％程度、ま

だ使っております。 

ドイツでは、多くの建物に太陽エネルギーが導入

されています。また、屋上を使って、緑を増やして

います。あるいはなるべく自然系のエネルギーを利

用するということで、風の力は、昔から、みんなよ

く分かっていましたので、風車を作り、自然系のエ

ネルギーを使っていました。自然の力を観察してい

るといろいろな勉強ができます。 

今、ヨーロッパでは、どんどん風力発電の柱を作

っています。ヨーロッパは自然エネルギーの利用は

進んでいます。ただ、よく見ると、６０年代から、

若者中心に原発反対運動が始まったのです。それで、

やっと多くの人たちが理解できて問題が解決しまし

たが、終った頃には、若者たちは、次は風車に反対

し始めたのです。この景色のなかに、こんなにたく

さん柱ばかり作っている。大きさは１００メートル

あります。みなさん飛行機に乗ったことがあると思

いますが、あのボーイング７４７を垂直に立てて、

それがぐるぐる回るのです。一つだけじゃなくて何

百個もこういうものを作っています。生態系を考え

ると「飛んでいる鳥はどうなる？」ということで、

若者を中心に、またそこから反対運動が始まりまし

た。ですから言いたい事は、原子力をやめて、石炭

 

図 8 緑化された駐車場 

 
図 9 ビオトープ 



をやめて、次は風とか太陽を利用するとか、今は、

まだ代替エネルギーを探している段階なのです。風

力発電もよく見ると自然じゃなく機械です。一つの

雷で「バアーン」と風車が破壊される。安全性の問

題があります。自然の力の方が強い。今ヨーロッパ

は非常に迷っています。やっと新しいものを発明し

たと思ったら、一方で、若者たちからまた色々な考

えが出されています。 

６０年代、若者たちはビートルズを歌っていたの

です。自然ですね。先ほどの木村先生のお話にあっ

た自然です。自分とか日本風の自然を理解して、そ

れにあった建築を作る。アフリカはアフリカ。今の

ような東京とか、アメリカに行ってもヨーロッパに

行ってもみんな似たような作りじゃなく all need 

is love の方がよいのではないでしょうか。もう一

回 all need is love です。６０年代は若者中心でし

た。自然の力です。このまま自然と共生しながら、

生活する方が、エネルギーの削減に一番近い道だと

思います。 

これで終わらせていただきます。御静聴、ありが

とうございます。 



 

 

 

Ⅰ.本日のプログラムについて 

(1)  プログラム全般 
(2) どのテーマに興味をもたれました
か 

(3) 何かお役に立ちましたか 

 

 

 

(4)  発表の平易さ (5) 意見交換  

 

  

 

 

 

Ⅱ.本日の研究会の運営上に関することについて 

(1)運営全般 (2)開催日時 (3)会場 

  

 

 

第 3 回研究会 フィードバックアンケート結果 

もっとやさしく
0%

この程度でよい
80%

もっと学際的に
14%

無回答
3% その他

3%

無回答
30%

その他
3%

もっと少なく
3%

この程度でよい
24%

もっと多く
40%

その他
0%

よくない
3%

この程度でよい
24%

よかった
65%

無回答
8%

よくない
11%

いつでもよい
24% よかった

62%

無回答
3% その他

0%

どこでもよい
16%

よかった
78%

よくない
0%

無回答
3%
その他
3%

その他
3%

無回答
0%よくない

3%

よかった・面白い
89%

普通
5%

その他
8%

すべての発表
14%

バートの発表
8%

高の発表
16%

木村の発表
27%

無回答
27%

参考になった
89%

普通
11%

利益がなかった
0%

無回答
0%



 

 

 

 

Ⅲ.研究会について 

 (1)関心度 (2)今回の参加回数 (3)今後の参加について 

 
 

 

(4)会員入会について (5)今後の研究会の案内  

 
 

 

 

 

 

Ⅳ.今後の研究会で取り上げることを希望されるテーマがあれば記述してください。 

?経済問題（失業対策）、社会（女性労働）問題など  

?国民の権利を守る国家システム 

?宇宙開発について 

?環境教育 

?省エネルギー・建築の問題  

?少数民族問題、公用語問題、京都会議に関する其の後  

?教育問題 

?ゴミ（環境・資源）問題 

 

テーマによる
43%

普通
3%

大いに関心あり
54%

あまり関心ない
0%

無回答
0% その他

0%

3回目
22%

2回目
22%

初めて
56%

無回答
0% その他

0%
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する
43%

参加する
52%

参加しない
0%

その他
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無回答
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無回答
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その他
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入会しない
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入会したい
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入会済み
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いらない
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79%
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「共生時代のエネルギーを考える－ライフスタイルからの工夫」 

研究会アンケート 

  
１．回答者について 
  1-1 出身国 a.日本 b.韓国 c.中国 b.その他（       ） 
  1-2 年齢  a.20 代 b.30 代 b.40 代 d.50 代 e.60 代 f.70 代 g.その他  
 
２．日常生活で以下のことを実行していますか（実行していたら□に V をつけてください） 
□エアコン（冷房時）の温度設定は 28℃を目安としている。暖房時は室温が 20℃を超えな
いように気をつけている。冷房・暖房の機器を不必要につけっぱなしにしないように気を
つけている。 
□冷暖房を効率良く使うために、エアコンのフィルターを２週間に１度掃除し、風量が低下
しないように気をつけている。 
□こたつは、敷布団と上掛けを使用し、暖気の保温に気をつけている。 
□シャワーは、お湯を流しっぱなしにしないように気をつけている。 
□お風呂は、家族で間隔をおかず入るようにしている。 
□食器洗いのお湯の温度は、できるだけ低くするよう気をつけている。 
□洗濯物は、まとめて洗濯している。 
□洗濯は、風呂の残り湯を使用している。 
□掃除機をかける前に部屋を片づけて、掃除機を使う時間を短くするようにしている。 
□掃除機の集塵フィルターの取り替え時期に注意し、風量が低下しないようにしている。 
□冷蔵庫の庫内は整頓し、ものを詰め込みすぎないように気をつけている。 
□冷蔵庫の扉の開け閉めを少なくし、開けている時間を短くするよう気をつけている。 
□冷蔵庫にものを入れるとき、熱いものはさまし、しめったものはラップに包むようにして
いる。 
□テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしないようにしている。 
□テレビの主電源を切る、ステレオやパソコンのコンセントをこまめに抜くなど、待機時消
費電力の無駄な消費をしないよう気をつけている。 
□蛍光灯は消費電力が小さいので、白熱電球を電球型蛍光ランプに替えている。 
□人のいない部屋で電灯がついていることがないよう、こまめに消灯を心がけている。 
□自動車のアイドリングはできる限りしないように気をつけている。 
□通勤時などできるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共交通機関を利用するようにしてい
る。 
□エアコン、冷蔵庫、洗濯機、照明器具などのエネルギー消費機器を買うときは、省エネ設
計のものを選んでいる。 
  

３.エネルギー利用について最も重要と思うものを選んでください 
□省エネルギーの推進  □自然エネルギー利用の推進 □工場排熱利用・ごみ発電の推進 
□原子力利用を推進する □教育  □その他（     ）  

 
４．ライフスタイルからの省エネルギーが大きいと思いますか 
□大きい    □やや大きい   □それほど大きくない   □小さい   

 
５.原子力利用の推進は止むを得ないと思いますか 
□止むを得ない  □絶対やめるべき   □その他（以下にご意見をお書きください） 

アンケート集計報告 



「共生時代のエネルギーを考える－ライフスタイルからの工夫」 
研究会アンケート結果 

 
 

韓国
11%

中国
32%

その他
3%

日本
54%

１．回答者について
　　1-1　出身国

20代
33%

30代
30%

40代
19%

50代
5%

60代
5%

70代
5%

無回答
3%

その他
0%

１．回答者について
　　　　1-2　年齢

01020304050607080 01020304050607080

□エアコン（冷房時）の温度設定は28℃を目安としている。暖房時は室温が20℃を超えないように気をつけて　
　　いる。冷房・暖房の機器を不必要につけっぱなしにしないように気をつけている。
□冷暖房を効率良く使うために、エアコンのフィルターを２週間に１度掃除し、風量が低下しないように気をつ　
　　けている。
□こたつは、敷布団と上掛けを使用し、暖気の保温に気をつけている。

□シャワーは、お湯を流しっぱなしにしないように気をつけている。

□お風呂は、家族で間隔をおかず入るようにしている。

□食器洗いのお湯の温度は、できるだけ低くするよう気をつけている。

□洗濯物は、まとめて洗濯している。

□洗濯は、風呂の残り湯を使用している。

□掃除機をかける前に部屋を片づけて、掃除機を使う時間を短くするようにしている。

□掃除機の集塵フィルターの取り替え時期に注意し、風量が低下しないようにしている。

□冷蔵庫の庫内は整頓し、ものを詰め込みすぎないように気をつけている。

□冷蔵庫の扉の開け閉めを少なくし、開けている時間を短くするよう気をつけている。

□冷蔵庫にものを入れるとき、熱いものはさまし、しめったものはラップに包むようにしている。

□テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしないようにしている。

□テレビの主電源を切る、ステレオやパソコンのコンセントをこまめに抜くなど、待機時消費電力の無駄な消費
　　をしないよう気をつけている。

□蛍光灯は消費電力が小さいので、白熱電球を電球型蛍光ランプに替えている。

□人のいない部屋で電灯がついていることがないよう、こまめに消灯を心がけている。

□自動車のアイドリングはできる限りしないように気をつけている。

□通勤時などできるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共交通機関を利用するようにしている。

□エアコン、冷蔵庫、洗濯機、照明器具などのエネルギー消費機器を買うときは、省エネ設計のものを選んで
　　いる。

2.日常生活で以下のことを実行していますか 

１．回答者について  



 

４．ライフスタイルからの省エネルギーが大きいと思いますか 

３.エネルギー利用について最も重要と思うものを選んでください 

自然エネルギー利
用の推進
35%

その他
8%

教育
25%

工場排熱利用・ゴミ
発電の推進
8%

原子力利用の推進
0%

省エネルギーの推
進
24%

自然エネルギー利
用の推進
35%

その他
8%

教育
25%

工場排熱利用・ゴミ
発電の推進
8%

原子力利用の推進
0%

省エネルギーの推
進
24%

それほど大きくない
5%

小さい
3%

大きい
54%

やや大きい
38%

それほど大きくない
5%

小さい
3%

大きい
54%

やや大きい
38%

５. 原子力利用の推進は止むを得ないと思いますか 

止むを得ない
45%

絶対やめるべき
38%

その他
14%

無回答
3%

止むを得ない
45%

絶対やめるべき
38%

その他
14%

無回答
3%
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嶋津：これから、時間の許す範囲で、各講師の方

に 1 問ずつぐらいになるかも知れませんが、質問

をお受けしたいと思います。 

 

洪京珍：まず、質問をする前に今日、貴重な講演

をなさった三人の先生方に御礼を申し上げたい

と思います。 

まず木村先生への質問ですが、確かに、住宅に

工夫をすることによって、省エネルギー化に重要

な役割を果たせることが分かりました。しかし、

実際問題としては、住宅の最終的なユーザーが、

そのような省エネルギー住宅を取り入れるため

に、快適さと共に経済性や法律的整備も重要であ

ると思いますが、日本の現状は如何でしょうか？ 

 

木村：非常に難しい質問ですね。とにかく快適性

を犠牲にすればうんと安くつきますが、逆に、快

適性を得ようとすれば高くつきます。そのバラン

スだと思います。これからも人類の生存が続くと

いうタガがはめられるわけですから、そういう観

点から省エネルギーを考えていかなければなら

ないと思います。経済性だけで考えれば、今は、

油を使った方が安い、電気を使った方が安いとい

う感じですね。それではいけないという話になっ

てきているわけですから、ある程度快適性を我慢

することが必要です。しかし、快適性をある程度

は得たいならば、経済性を犠牲にして、少し余分

に断熱するとか、余分に日除けをするとかしなけ

ればなりませんね。本当は省エネルギーのために

余分にお金がかかってしまったというようなこ

とではダメなんです。省エネルギーは当たり前と

いう風な考え方にならなくてはいけないと思い

ます。 

今日の話には取り上げなかったのですが、例え

ば、太陽電池や、給湯のためのソーラーコレクタ

ーを設置する場合、それらを余分なお金と考える

と、損をしたことになりますが、そういう物を持

たない通常の建物・住宅に比べて、5%～10%アッ

プの出費は覚悟してやるぐらいが、あんまりアグ

レッシブじゃない形の生き方と、作る前の話とし

てそういったことが言えるのではないかと思い

ます。 

 

洪京珍：ありがとうございました。 

  

金熙：先進国の産業用エネルギーと生活用エネル

ギーの比率と、発展途上国のそれらの比率を教え

ていただけないでしょうか。先進国では、アメリ

カとか日本、発展途上国では、例えば中国とか。 

 

高偉俊：正確な数字はコンピューターで調べれば

分かりますけれども、一度調べたことがあります

ので。先進国では、民生用エネルギー（オフィス

とか商業を含む）が増加していますが、発展途上

国途上の国では、産業エネルギーの方が割合が大

きいですね。日本については、記憶では、例えば

民生用が今 30%切っていると思います。民生用エ

ネルギーの消費として、今まで例えば地域冷暖房

や、熱供給をやってますが、それをどうやって省

エネルギー化し、ネットワークしていくか。もっ

ともこの分が、これからの CO2 削減問題につな

がると思います。京都会議（COP3）の約束は、

当然製造業はまだまだ問題があるけれども、民生

の方は、非常に頑張って下げているわけですね。

なぜブッシュ大統領が京都会議を拒否している

か、一つはライフスタイル、生活レベルを落とし

たくない、もう一つは製造業が、かなり努力して

も、単位あたりのエネルギー消費を今以上押さえ

質疑応答 



ることは、限界になっているのですね。それを 6%

に押さえるためには、逆に民生用エネルギーをも

っと頑張って押さえればならない。産業エネルギ

ーを押さえるのは難しいではないかということ

も言われています。 

 中国では、日本と比較し、技術力や機械性能の

関係で、産業エネルギーが、非常に大きいですね。

ですから、産業界でもっとエネルギー消費を押さ

えれば、CO2 問題を解決する方向に向かうと思い

ます。 後日、正しい比率などについて統計を調

べ、メールでお送りします。 

 

嶋津：よろしいでしょうか。正確な数字につきま

しては、後日、高さんに整理をしていただいて

SGRA のホームページの会員用ページに是非載

せたいと思いますので、是非そちらをご覧いただ

きたいと思います。 

 

木村：日本は大体半分が産業用エネルギー、1/4

が交通、それから民生といいまして事務所とか住

宅とか全部入れまして 1/4ぐらいです。アメリカ

は、その三つが大体 1/3ずつぐらいですが、アメ

リカは絶対量が多いですからね。 

 

嶋津：ありがとうございました。あと一問ぐらい

は時間がありそうですが。バートさんにご質問が

ございますか。 

 

西尾：今日は有意義なお話をありがとうございま

した。西尾と申します。全国地球温暖化防止活動

推進センターに勤務しております。エムシャー工

業地帯再生プロジェクトでは、駐車場、公共施設

だけではなく、建物全部も緑化していますね。東

京都も屋上緑化を進めていますが、どのように進

んで行くの興味持っています。エムシャーの場合

は、いろんな政策が決まって、どういう風に進め

ていくか、皆さんで話し合いが進められたと思い

ますが、その辺のところをどういう風にされたか

を教えて頂ければと思います。 

 

バート：もともとのヨーロッパの家は、屋根は、

タイルを用い、勾配がついたものでしたが、産業

革命以後、材料が、アスファルトやコンクリート

に変わってきて、屋根は、フラットな屋根に変わ

ってきました。街の中で、そこから問題が発生し

ました。どんどん近代的な建物を作り始めて、二

つの大きな問題が出てきました。 

一つ目の問題は、景観ですね。もともとあった街

の景観を少しずつ壊しながら、つまらない箱型の

建物を作って、どんどん昔の風景を変えてきまし

た。ヨーロッパにおいては、それは非常に残念な

ことで、特にドイツの法律は、もしも箱型の建物

を作るときには、必ず緑化しなければいけないと

いう法律に、今は少しずつ変わってきています。

だから、勾配をつける建物にするか、緑化する建

物にするか、選べるのですよ。勾配をつける場合

は、昔ながらの風景を守りながら建物を作れる。

箱型の建物にする場合は、環境問題を起こすから、

緑化しなければいけない。日本でも、東京都庁で

始まったのですね。僕も日本の屋上緑化状況を一

回調査したことがあります。日本でも 90 年代に

入ってから非常に普及しているけれども、なかな

か進まないようですね、意識の問題ですね、緑化

するのはあんまりよくないとか、建物にいろんな

問題が生じるとか。屋根を緑化した場合は、しな

い場合に比べて、耐久性がよく、温度変化につい

ても、夏と冬の差が非常に少ない利点があります。

アスファルト系の材料は、温度変化が非常に激し

ければ、耐久年数は非常に短いのですよ。もう一

つはですね、雨が降ったとき、アスファルト系の

屋根の場合、全部下水道に流れてしまいますね。

街が全部土の上にあれば、雨の一部が地中に保た

れます。だからその意味では、循環ですね。そこ

からまた蒸発すると、街の温度も下がるし、緑化

するのはいいことしかないのですね。ただ、経済

的にはそれはちょっと問題になってきますが、そ

のための補助金に関しては、東京都でもあまり補

助金を出さないけれど、ドイツでは全く補助をし



ません。だから、みんな我慢をする、自分でお金

を出すしかないですね。だから地球環境を解決す

るためには、自分でやらないと解決にならないの

ですよ。だから、我々の家は、自分で負担する。

マイハウス・マイホーム・マイカー・マイガール

とか、なんとかなんとかマイですが、我々の地球

ですから我々が努力しないと何にもならないの

です。だから、自分が我慢し、お金払って、なる

べく緑化して、なるべく地球環境に貢献しなけゃ

いけないと思います。 

 二つ目の問題は、ご質問とは関係なく、私が言

いたいだけのことで、リサイクルについてです。

最近みんな環境問題に対して、リサイクルしまし

ょうといってますが、リサイクルが一番悪いので

す。日本では三つの Rと言ってますが、本当は四

つあります。Refuseから始まって、Reduce、Reuse、

そして Recicle です。一番エネルギーがかかるの

はリサイクルですよ。リフューズは、スーパーマ

ーケットに行かない、買い物しない。そうしたら

移動しない、買い物しない。もう作れない、売れ

なくなるし、それが一番です。リフューズ、すな

わち拒否する、いりません。そうすればエネルギ

ーを使わなくて済みます。 

もう一つはリデュース。日本で一番小さいパン

を買って袋大きい袋に入れるのではなく、大きな

袋にたくさんパンが入っているやつを買った方

が環境に優しいですね。だからリデュース、なる

べくゴミにならないものを買う。次は再利用です

ね、リユースです。もう一回使えるものを買った

方がよい。自動販売機でもコップを一回使って捨

てるのではなく、自分のコップを持って行くこと

にするのですよ。ドイツの自動販売機は、飲物し

か出ません。だから自分のコップを持って行って、

お金を入れて飲める。そうじゃなければ高くつく

のです、その機械から出るコップの代金を払うの

です。最近、日本のニュースで知ったのですが、

ドイツでは今自動販売機にはなんとかなんとか

制度ができたらしいですね、今一寸思い出せない

けれども、もっとお金払う制度です。ゴミになる

ようなもの、例えば缶ジュースとかは非常に高く

生産する。しかし、捨てるのではなくて、もう一

回店に持って行くとお金返ってくる。その制度に

どんどん変わっていく。今、マクドナルドも紙と

か、プラスチックの容器ではなくて、普通の陶器

ですよ。例えば、みんなが自分用の携帯コップを

持ち呑みたいときに呑む。そういう風にいろんな

工夫を一つずつしながら、やっていけば絶対エネ

ルギーの削減になりますよ。皆さんよろしくお願

いします。頑張って下さい。 

 

嶋津：ありがとうございました。今日のライフス

タイルをみんなで考えようという最後の締めく

くりをしていただきました。まだご質問なり意見

交換を本当はしたいのですが、会場の都合もあり、

これで一応終りにしたいと思います。三人の講師

の方に拍手をお送りいただきたいと思います。先

生方ありがとうございました。 
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